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安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説
、
新
内
閣
に
関
す
る
質
問
主
意
書

九
月
二
十
九
日
第
百
八
十
七
回
臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
、
同
日
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
九
月
三
日
に
内
閣
改
造
が
行
わ
れ
た
。

今
後
、
今
国
会
で
の
議
論
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
総
理
の
所
信
表
明
演
説
や
内
閣
改
造
に
関
し
て
次
の
質
問
を
す
る
。

一

安
倍
総
理
は
、
所
信
表
明
演
説
の
中
で
「
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
な
ど
、
地
方
が
直
面
す
る
構
造
的
な
課
題
は
深
刻
で

す
。
」
と
か
「
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
、
町
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
仕
事
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
」
と
か
「
若
者
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。
」
と
か
「
若
者
が
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る
地
方
の
創
生
に
向
け
て
」
な
ど
と
、

述
べ
ら
れ
た
。

他
方
、
若
者
の
雇
用
支
援
は
、
国
民
の
最
大
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
る
。

正
社
員
と
比
べ
賃
金
水
準
が
低
く
、
結
婚
し
に
く
く
、
ひ
い
て
は
、
少
子
化
を
助
長
す
る
非
正
規
と
い
う
働
き
方
が
増
え

る
こ
と
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
「
労
働
者
派
遣
法
」
の
見
直
し
は
、
若
者
に
不
安
を
与
え
る
要
因
に
な
り
総
理
の
若
者

支
援
の
考
え
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
国
会
に
お
い
て
、
先
の
通
常
国
会
で
廃
案
に
な
っ
た
「
労
働

者
派
遣
法
改
正
案
」
を
再
提
出
す
る
見
込
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
総
理
は
所
信
表
明
演
説
の
中
で
「
労
働
者
派
遣
法
改

一



正
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
さ
な
か
っ
た
の
か
。
総
理
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

総
理
は
、
所
信
表
明
演
説
の
中
で
社
会
保
障
改
革
に
新
内
閣
の
総
力
を
挙
げ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
安
倍
総
理
と
し
て

は
、
こ
の
度
新
た
に
就
任
し
た
塩
崎
恭
久
代
議
士
を
厚
生
労
働
大
臣
と
し
て
適
切
な
人
材
だ
と
理
解
し
た
理
由
は
何
か
。

ま
た
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
労
働
省
職
員
に
厚
生
労
働
行
政
の
立
場
か
ら
経
済
再
生
へ
の
貢
献
策
を
練
る
よ
う

指
示
す
る
な
ど
、
経
済
最
優
先
の
発
言
や
公
的
年
金
の
積
立
金
の
運
用
方
法
を
リ
ス
ク
の
低
い
国
債
な
ど
か
ら
、
リ
ス
ク
の

高
い
株
式
に
移
し
、
公
的
年
金
に
よ
る
株
価
維
持
の
考
え
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
厚
生
労
働
大
臣
の
下
に
お
け
る
厚
生
労
働
行
政
で
は
、
女
性
や
子
ど
も
の
貧
困
問
題
、
若
者
の

雇
用
問
題
や
障
害
者
対
策
、
難
病
対
策
な
ど
、
社
会
的
弱
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
厚
生
労
働
行
政
が
後
退
し
た
り
、
ゆ

が
め
ら
れ
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
安
倍
総
理
と
し
て
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
に
実
現
を
期
待
し
て
い
る

「
社
会
保
障
改
革
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
総
理
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


